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	応用
	抗原情報
	背景
	インテグリンサブユニットα4（ITGA4）ホモサピエンス この遺伝子は、インテグリンα鎖ファミリータンパク質のメンバーをコードしています。インテグリンは、α鎖とβ鎖からなるヘテロ二量体の膜貫通タンパク質であり、細胞表面接着とシグナル伝達に機能します。コードされているプレプロタンパク質は、タンパク質分解によってα4サブユニットを構成する軽鎖と重鎖を生成します。このサブユニットはβ1またはβ7サブユニットと会合してインテグリンを形成し、細胞の運動性と遊走に関与している可能性があります。このインテグリンは、多発性硬化症、クローン病、および炎症性腸疾患の治療標的です。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2015年10月],ドメイン：SG1モチーフは、コンドロイチン硫酸グリコサミノグリカンへの結合および細胞接着に関与しています。,機能：インテグリンα4/β1（VLA-4）およびα4/β7は、フィブロネクチンの受容体です。これらは、フィブロネクチンの選択的スプライシングCS-1およびCS-5領域内の1つ以上のドメインを認識します。これらはまた、VCAM1の受容体でもあります。インテグリンα4/β1は、VCAM1のQ-I-D-S配列を認識します。インテグリンα4/β7は、MADCAM1の受容体でもあります。MADCAM1のL-D-T配列を認識します。活性化内皮細胞上では、インテグリンVLA-4が、ほとんどのVLA-4陽性白血球細胞株の同型凝集を引き起こします。また、標的細胞と細胞傷害性T細胞の相互作用にも関与している可能性がある。,PTM：Ser-1027のリン酸化はPXNの結合を阻害する。,類似性：インテグリンα鎖ファミリーに属する。,類似性：7つのFG-GAPリピートを含む。,サブユニット：αサブユニットとβサブユニットのヘテロ二量体。αサブユニットは、非共有結合性の2つの断片に切断されることがある。α-4はβ-1またはβ-7と結合する。α-4はPXN、LPXN、TGFB1I1/HIC5と相互作用する。CSPG4コンドロイチン硫酸グリコサミノグリカンを介してCSPG4と相互作用する。,
	研究分野
	接着斑、ECM-受容体相互作用、細胞接着分子（CAM）、造血細胞系統、白血球の内皮透過移動、IgA産生のための腸管免疫ネットワーク、アクチンと細胞骨格の調節、肥大型心筋症（HCM）、不整脈性右室心筋症（ARVC）、拡張型心筋症
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

